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【誤訳訂正書】
【提出日】平成27年2月25日(2015.2.25)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ソース信号から複数の定包絡線信号を生成する分離器と、
　入力信号を受け、前記入力信号の位相軌跡中の位相ジャンプを検知および除去し、連続
位相軌跡を有する第一の信号および不連続位相軌跡を有する第二の信号を生成するプロセ
ッサと、
　前記第一および第二の信号を混合し、前記入力信号を再構成する直交変調器と、
を含む変調器。
【請求項２】
　前記プロセッサは、ｍおよびＮを整数として、π／（ｍＮ）の前記位相ジャンプを除去
する、請求項１の変調器。
【請求項３】
　前記入力信号の同相軌跡から除去された前記位相ジャンプは、ガウシアンフィルタを通
過した信号の位相を前記入力信号の位相から引くことにより生成される、請求項１の変調
器。
【請求項４】
　さらに、
　前記入力信号の帯域幅より狭い帯域幅を有し、前記分離器から出力される後であり且つ
前記乗算器に入力する前に、前記第一の信号により通過されるデジタル－アナログ変換器
と
を含む請求項２または３の変調器。
【請求項５】
　ソース信号から複数の定包絡線信号を生成する分離器と、
　複数のアームであって、前記複数のアームのそれぞれは前記複数の定包絡線信号の対応
する一つによって通過され、前記複数のアームの対応する一つを通過する複数の入力信号
の一つを出力する複数のアームであり、
　　前記複数の定包絡線信号の前記対応する一つを受け、前記複数の定包絡線信号の前記
対応する一つの位相軌跡中の位相ジャンプを除去し、連続位相軌跡を有する第一の信号の
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一つおよび不連続位相軌跡を有する第二の信号の一つを生成するプロセッサと、
　　前記第一の信号の一つと前記第二の信号の一つを混合し、前記複数の定包絡線信号を
再構成する直交変調器と、を含む複数のアームと、
　複数の電力増幅器であって、各々は前記複数の定包絡線信号の対応する一つを増幅し、
増幅された信号を生成する複数の電力増幅器と、
　前記増幅された信号の全てを加え合わせる加算器と、
を含む増幅器。
【請求項６】
　ソース信号から複数の定包絡線信号を生成することと、
　前記複数の定包絡線信号の対応する一つを受けることと、
　前記複数の定包絡線信号の位相軌跡中の位相ジャンプを検出することと、
　前記位相ジャンプを除去し、連続位相軌跡を有する第一の信号の一つおよび不連続位相
軌跡を有する第二の信号の一つを生成することと、
　前記第一の信号の一つと前記第二の信号の一つを混合し、前記複数の定包絡線信号を再
構成することと、
　前記複数の定包絡線信号の対応する一つを増幅し、増幅された信号を生成することと、
　前記増幅された信号の全てを加え合わせることと、
を含む入力信号を増幅する方法。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００５】
　ＬＩＮＣ技術は、最初、マイクロ波周波数で線形増幅を実現する方法として１９７４年
に提案された。増幅器に対するＬＩＮＣの基本スキームは、高効率および高非線形性であ
ると仮定される２つのＲＦ ＨＰＡを有する。ＲＦソース信号ｘ（ｔ）は、２つの定包絡
線位相変調信号ｘ１（ｔ）、ｘ２（ｔ）に、信号分離または生成過程の機能を有する信号
成分分離器（ＳＣＳ）により分離され、各々は、それぞれ自身が有する非線形ＲＦ電力増
幅器に送られる。ＨＰＡは、出力信号ｙ１（ｔ）、ｙ２（ｔ）が最結合のための加算分岐
器に送られる前に、出力信号ｙ１（ｔ）、ｙ２（ｔ）を生成するために、各信号の電力を
別々に増幅する。加算分岐器からの結果の出力信号はよって、もし、ＨＰＡを構成する全
てのコンポーネントが理想的なものであれば、いかなる歪みも含まない元々の入力信号が
増幅されたものである。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１４】
　非線形コンポーネントを有する線形増幅（ＬＩＮＣ）変調器が提供される。ＬＩＮＣ変
調器は、ソース信号（ｘ（ｔ））から複数の定包絡線信号（ｘ１（ｔ）、ｘ２（ｔ））を
生成する分離器と、入力信号（ｘ１（ｔ）、ｘ２（ｔ））を受け、前記入力信号（ｘ１（
ｔ）、ｘ２（ｔ））の位相軌跡中の位相ジャンプを検知および除去し、連続位相軌跡を有
する第一の信号および不連続位相軌跡を有する第二の信号を生成するプロセッサと、前記
第一の信号を第二の信号と混合し、前記入力信号（ｘ１（ｔ）、ｘ２（ｔ））を再構成す
る直交変調器と、を含む。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１６
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【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１６】
【図１】Ｃ－ＨＰＡ中の周波数制限と個々のＨＰＡからの出力信号が結合された出力信号
ｙ（ｔ）を有するＣ－ＨＰＡの例を示す機能図である。
【図２】Ｃ－ＨＰＡの入力信号ｘ（ｔ）のスペクトルを示す図である。
【図３】信号補償分離器（ＳＣＳ）後のＣ－ＨＰＡアーム中の信号（ｘ１およびｘ２　　
）のスペクトルを示す図である。
【図４】ＬＰＦ出力でのＣ－ＨＰＡアーム中の信号に対するスペクトルを示す図である。
【図５】通過帯２０ＭＨｚ、４０ＭＨｚ、および６０ＭＨｚのアームのＬＰＦに対するＣ
－ＨＰＡ出力信号スペクトル（信号ｙに対するスペクトル）を示す図である。
【図６】本発明の第一実施形態の狭帯域非線形定包絡線変調器を有する増幅器を示す機能
図である。
【図７】局部発振位相マニピュレータを示す機能図である。
【図８】２トーン１ＭＨｚＣ－ＨＡＰ入力信号のスペクトルを示す図である。
【図９】信号成分分離器（ＳＣＳ）を通過した後の２トーン信号のスペクトルを示す図で
ある。
【図１０】２トーン信号の同相成分の波形を示す図である。
【図１１】２トーン信号の直交位相成分の波形を示す図である。
【図１２】ＳＣＳブロック出力における２トーン信号に対する位相軌跡を示す図である。
【図１３】ＳＣＳブロック出力における２トーン信号に対するスペクトルを示す図である
。
【図１４】除去された位相マニピュレーション付き（点線）および除去された位相マニピ
ュレーションなし（実線）の２トーン信号の同相成分の波形を示す図である。
【図１５】除去された位相マニピュレーション付き（点線）および除去された位相マニピ
ュレーションなし（実線）の直交位相成分の波形を示す図である。
【図１６】±πの余剰位相マニピュレーションが信号ｘ１およびｘ２から除去された後の
ＳＣＳブロック出力における２トーン信号に対する位相軌跡を示す図である。
【図１７】±πの余剰位相マニピュレーションが信号ｘ１およびｘ２から除去される前の
ＳＣＳブロック出力における２トーン信号を示す図である。
【図１８】±πの余剰位相マニピュレーションが信号ｘ１およびｘ２から除去された後の
ＳＣＳブロック出力における２トーン信号を示す図である。
【図１９】本発明の第二の実施形態のＬＩＮＣ変調器を有する増幅器を示す機能図である
。
【図２０】本発明の第三の実施形態のＬＩＮＣ変調器のアームを示す機能図である。
【図２１】図１５の余剰位相変調を除去するためのプロセッサを示す機能図である。
【図２２】ガウシアンフィルタを用いる位相平滑化前および後の信号スペクトルを示す図
である。
【図２３】図２０に示されているＬＩＮＣ変調器を有する増幅器を示す機能図である。
【図２４】従来のＬＩＮＣ変調器と通過帯域４０ＭＨｚのＬＰＦを有する変調器からの出
力信号のスペクトルを示す図である。
【図２５】従来のＬＩＮＣ変調器と通過帯域６０ＭＨｚのＬＰＦを有する変調器からの出
力信号のスペクトルを示す図である。
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２１】
　ＳＣＳ１０２は、２つの定包絡線信号、すなわち第一の定包絡線信号ｘ１（ｔ）と第二
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定包絡線信号ｘ２（ｔ）を、ソース信号ｘ（ｔ）、すなわちベースバンドソース信号ｘ（
ｔ）を用いて生成する。別の言葉では、ソース信号ｘ（ｔ）は、ＳＣＳ１０２によって、
２つの定包絡線信号ｘ１（ｔ）とｘ２（ｔ）に分離される。もしソース信号ｘ（ｔ）が
【数１】

のように書けるならば、２つの２つの定包絡線信号ｘ１（ｔ）とｘ２（ｔ）は、
【数２】

のように計算される。ここで、
【数３】

であり、ｅ(ｔ)は、ソース信号ｘ（ｔ）に直交する信号
【数４】

である。
【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２８】
　第一の直交変調器１０８ａは、周波数を周波数変換（アップコンバート）し、ＤＡＣ１
０６ａを局部発振器１１０からの局部発振信号と混合するためのミキサを含む。よって、
第一の直交変調器１０８ａは、出力信号を生成するために入力信号を定数倍させる乗算器
として機能する。混合後、第一の直交変調器１０８ａは、ＤＡＣ１０６ａからの出力信号
を所定の周波数にアップコンバートする。理想的には、第一の直交変調器１０８ａは、定
包絡線信号ｘ１（ｔ）を生成および出力する。
【誤訳訂正７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２９】
　第一の直交変調器１０８ｂは、第一の直交変調器１０８ａと類似の構成および機能を有
する。理想的には、第一の直交変調器１０８ｂは、定包絡線信号ｘ２（ｔ）を生成および
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出力する。
【誤訳訂正８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３５】
　本明細書中で開示されるＬＩＮＣ変調器は、信号ｙ１およびｙ２を結合後、変調器出力
において帯域外スペクトル成分を除去する機能を有する。帯域外スペクトル成分を除去す
る機能は、Ｃ―ＨＰＡアーム中の信号に対する追加のベース帯域制御の方法による信号ス
ペクトル狭帯域化に基いて動作され得る。そのような帯域外スペクトル成分は、高電力増
幅器、たとえば、図１のＨＰＡ１１１２ａ、ＨＰＡ２１１２ｂの入力端子における寄生振
幅変調によって引き起こされる。
【誤訳訂正９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４１】
　第一および第二のプロセッサ２０２ａおよび２０２ｂは、ＳＣＳ１０２からの第一およ
び第二の定包絡線信号ｘ１（ｔ）とｘ２（ｔ）を受け、第一および第二の定包絡線信号ｘ

１（ｔ）とｘ２（ｔ）から±πの余剰位相変調を除去し出力信号を生成する。つまり、第
一および第二のプロセッサ２０２ａおよび２０２ｂは、入力信号ｘ１（ｔ）とｘ２（ｔ）
の位相軌跡を決定し、位相ジャンプ、たとえば±πの余剰位相変調を検知し得る。第一お
よび第二のプロセッサ２０２ａおよび２０２ｂからの出力信号はそれぞれ、ＬＰＦ１０４
ａおよび１０４ｂに入力される。第一および第二のプロセッサ２０２ａおよび２０２ｂか
らの出力信号は、連続位相軌跡を有するものとして特徴づけされる。
【誤訳訂正１０】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４３】
　第一および第二の位相マニピュレータ２０６ａおよび２０６ｂは、直交変調器１０８ａ
で第一の定包絡線信号ｘ１（ｔ）と直交変調器１０８ｂで第二の定包絡線信号ｘ２（ｔ）
を再構成するための信号を生成する。特に、第一の位相マニピュレータ２０６ａは、局部
発振器２０８および位相選択器２０４からの信号に基いて、第一のプロセッサ２０２ａで
除去された余剰位相マニピュレーションを補償するために、位相±πを有する信号を出力
する。同様に、第二の位相マニピュレータ２０６ｂは、局部発振器２０８および位相選択
器２０４からの信号に基いて、第一のプロセッサ２０２ａで除去された余剰位相マニピュ
レーションを補償するために、位相±πを有する信号を出力する。
【誤訳訂正１１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４６】
　図８は、２トーン１ＭＨｚＣ－ＨＰＡ入力信号ｘ（ｔ）のスペクトルを示す図である。
入力信号ｘはそのスペクトルの狭いピークのみを有することが分かるだろう。ソース信号
ｘ（ｔ）は、第一の定包絡線信号ｘ１（ｔ）および第二の定包絡線信号ｘ２（ｔ）を示す
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。
【誤訳訂正１２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５２】
　第一の定包絡線信号ｘ１（ｔ）は、第一のプロセッサ２０２ａに入力され得る。以下で
は、第二のアームの動作の詳細な記載を、第一のアームの動作のアナロジーゆえに、省略
されるであろう。
【誤訳訂正１３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５３】
　図１６は、±πの余剰位相マニピュレーションが信号ｘ１（ｔ）およびｘ２（ｔ）から
除去された後のＳＣＳブロック出力における２トーン信号を示す図であり、図６は、本発
明の本実施形態の狭帯域非線形定包絡線変調器を有する増幅器を示す機能図である。除去
された成分に関する情報は、位相選択器２０４に送られる。この情報は、直交位相変調器
１０８ａで除去された成分を補償するための信号を生成するために用いられるであろう。
±πの位相を含まない結果としての信号は、ＬＰＦ１０４ａおよびＤＡＣ１０６ａを通過
した後、直交変調器１０８ａに入力される。ＬＰＦ１０４ａおよびＤＡＣ１０６ａの機能
はそれぞれ、図１に示されているＬＰＦ１０４およびＤＡＣ１０６の機能と同一または類
似であり得る。第一の定包絡線信号ｘ１（ｔ）の第一のプロセッサ２０２ａで除去された
成分は、第一の定包絡線信号ｘ１（ｔ）がＨＰＡ１に入力される前に補償されねばならな
い。よって、直交変調器１０８ａにおいて、元々の信号ｘ１が再構成され得る。
【誤訳訂正１４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５６】
　さらに、ＬＩＮＣ変調器２５０を有する増幅器２００のそのような構成にしたがうと、
ソース信号を増幅するための方法が機能し得る。ソース信号（ｘ（ｔ））を増幅する方法
は：ＳＣＳ１０２によりソース信号から複数の定包絡線信号を生成すること；複数の定包
絡線信号（ｘ１（ｔ）、ｘ２（ｔ））の対応する一つを受けることと；プロセッサ４０２
ａ、４０２ｂで複数の定包絡線信号（ｘ１（ｔ）、ｘ２（ｔ））の位相軌跡の位相ジャン
プを検知することと；連続位相軌跡を有する第一の信号と不連続位相軌跡を有する第二の
信号を生成するために、位相ジャンプを除去することと；プロセッサ４０２ａと４０２０
ｂで、第一の信号を第二の信号の対応するものと混合し入力信号（ｘ１（ｔ）、ｘ２（ｔ
））を再構成することと；ＨＰＡ１１１２ａ、ＨＰＡ２１１２ｂで、再構成された信号（
ｘ１（ｔ）、ｘ２（ｔ））を増幅し、増幅された信号（ｙ１（ｔ）、ｙ２（ｔ））を生成
することと；加算器１１４を用いて、増幅された信号（ｙ１（ｔ）、ｙ２（ｔ））の全て
を加え合わせることと、を含む。
【誤訳訂正１５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
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【００５９】
　本実施形態では、もし、±π位相マニピュレーションに加えて、±π／２、±π／４、
…、±π／Ｎの余剰位相マニピュレーションを除外すれば、アーム中の信号のスペクトル
は、より狭くなり得る。もちろん、この場合、±π／２、±π／４、…、±π／Ｎの局部
発振位相マニピュレーションの可能性を提供することが好ましい。そのような±π／Ｎ余
剰位相変調除去を有する狭帯域非線形定包絡線変調器は、一般的な場合、図１９に示され
ている。
【誤訳訂正１６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６２】
　第一および第二のプロセッサ４０２ａおよび４０２ｂは、第一および第二の定包絡線信
号ｘ１（ｔ）およびｘ２（ｔ）を受け、第一および第二の定包絡線信号ｘ１（ｔ）および
ｘ２（ｔ）から、Ｎを整数としてπ／Ｎの余剰位相変調を除去し出力信号を生成する。ま
た、第一および第二のプロセッサ４０２ａおよび４０２ｂは、たとえば±π／Ｎ、±π／
２Ｎ、±π／３Ｎ、…といった複数の余剰位相変調を除去することが可能である
【誤訳訂正１７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７２】
　位相検出器６０２は入力信号Ｓの位相を検知する。
　ガウシアンフィルタ６０４は、プロセッサ２０２ａ、２０２ｂ、４０２ａ、４０２ｂを
、Ｎを十分に大きな整数、ｍを整数として、離散位相ジャンプ±π／Ｎまたは±π／（ｍ
Ｎ）を除去する代替のものへの一般化と考えられよう。このＧフィルタは、ＧＳＭ変調で
用いられるフィルタと類似している。一般的に言えば、それは入力信号位相を十分に平滑
化することができる任意のフィルタである。
【誤訳訂正１８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７７】
　狭帯域非線形定包絡線変調器７００は、アームの各々は図２０に示されている構成を有
する、２つのアームにより構成されるアーキテクチャを有する。
【誤訳訂正１９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００８０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００８０】
　第一および第二のプロセッサ７０２ａおよび７０２ｂは、ＳＣＳ１０２から第一および
第二の定包絡線信号ｘ１（ｔ）およびｘ２（ｔ）を受け、平滑化された狭帯域信号をＬＰ
Ｆ１０４ａおよび１０４ｂに、離散位相ΔＳ１’およびΔＳ２’を有する信号を第一およ
び第二の位相変調器７０４ａおよび７０４ｂに出力する。
【誤訳訂正２０】
【訂正対象書類名】明細書
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【訂正対象項目名】００８１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００８１】
　第一の位相変調器７０４ａおよび第二の位相変調器７０４ｂは、直交変調器１０８ａに
おいて第一の定包絡線信号ｘ１（ｔ）を、および直交変調器１０８ｂにおいて第二の定包
絡線信号ｘ２（ｔ）を再構成するための信号を生成する。特に、第一の位相変調器７０４
ａは、離散位相ΔＳ１’を有する信号を出力し、第一のプロセッサ２０２ａで除去された
成分を補償する。同様に、第二の位相変調器７０４ｂは、離散位相ΔＳ２’を有する信号
を出力し、第一のプロセッサ２０２ｂで除去された成分を補償する。
【誤訳訂正２１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００８２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００８２】
　第一のプロセッサ７０２ａにおいて第一の定包絡線信号ｘ１（ｔ）の除去された成分は
、第一の定包絡線信号ｘ１（ｔ）がＨＰＡ１１１２ａに入力される前に補償されなくては
ならない。よって、直交変調器１０８ａで、元々の信号ｘ１は再構成され得る。同様に、
直交変調器１０８ｂで、元々の信号ｘ２は再構成され得る。
【誤訳訂正２２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００８７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００８７】
（付記）
　上述の実施形態に関連して幾つかの追加の付記を追加する。
（付記１）
　ソース信号から複数の定包絡線信号を生成する分離器と、
　入力信号を受け、前記入力信号の位相軌跡中の位相ジャンプを検知および除去し、連続
位相軌跡を有する第一の信号および不連続位相軌跡を有する第二の信号を生成するプロセ
ッサと、
　前記第一および第二の信号を混合し、前記入力信号を再構成する直交変調器と、
を含む非線形コンポーネントを有する線形増幅（ＬＩＮＣ）変調器。
（付記２）
　前記プロセッサは、ｍおよびＮを整数として、π／（ｍＮ）の前記位相ジャンプを除去
する、付記１の変調器。
（付記３）
　前記入力信号の同相軌跡から除去された前記位相ジャンプは、ガウシアンフィルタを通
過した信号の位相を前記入力信号の位相から引くことにより生成される、付記１のＬＩＮ
Ｃ変調器。
（付記４）
　さらに、
　前記入力信号の帯域幅より狭い帯域幅を有し、前記分離器から出力される前であり且つ
前記乗算器に入力する前に、前記第一の信号により通過されるデジタル－アナログ変換器
と
を含む付記２または３のＬＩＮＣ変調器。
（付記５）
　ソース信号から複数の定包絡線信号を生成する分離器と、
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　複数のアームであって、前記複数のアームのそれぞれは前記複数の定包絡線信号の対応
する一つによって通過され、前記複数のアームの対応する一つを通過する複数の入力信号
の一つを出力する複数のアームであり、
　　前記複数の定包絡線信号の前記対応する一つを受け、前記複数の定包絡線信号の前記
対応する一つの位相軌跡中の位相ジャンプを除去し、連続位相軌跡を有する第一の信号の
一つおよび不連続位相軌跡を有する第二の信号の一つを生成するプロセッサと、
　　前記第一の信号の一つと前記第二の信号の一つを混合し、前記複数の定包絡線信号を
再構成する直交変調器と、を含む複数のアームと、
複数の電力増幅器であって、各々は前記複数の定包絡線信号の対応する一つを増幅し、増
幅された信号を生成する複数の電力増幅器と、
　　前記増幅された信号の全てを加え合わせる加算器と、
を含む増幅器。
（付記６）
　前記プロセッサは、ｍおよびＮを整数として、π／（ｍＮ）の前記位相ジャンプを除去
する、付記５の増幅器。
（付記７）
　前記入力信号の同相軌跡から除去された前記位相ジャンプは、ガウシアンフィルタを通
過した信号の位相を前記入力信号の位相から引くことにより生成される、付記５の増幅器
。
（付記８）
　さらに、
　前記入力信号の帯域幅より狭い帯域幅を有し、前記分離器から出力される前であり且つ
前記乗算器に入力する前に、前記第一の信号により通過されるデジタル－アナログ変換器
と
を含む付記６または７の増幅器。
（付記９）
　ソース信号から複数の定包絡線信号を生成することと、
　前記複数の定包絡線信号の対応する一つを受けることと、
　前記複数の定包絡線信号の位相軌跡中の位相ジャンプを検出することと、
　前記位相ジャンプを除去し、連続位相軌跡を有する第一の信号の一つおよび不連続位相
軌跡を有する第二の信号の一つを生成することと、
　前記第一の信号の一つと前記第二の信号の一つを混合し、前記複数の定包絡線信号を再
構成することと、
　前記複数の定包絡線信号の対応する一つを増幅し、増幅された信号を生成することと、
　前記増幅された信号の全てを加え合わせることと、
を含む入力信号を増幅する方法。
（付記１０）
　前記プロセッサは、ｍおよびＮを整数として、π／（ｍＮ）の前記位相ジャンプを除去
する、付記９の方法。
（付記１１）
　前記入力信号の同相軌跡から除去された前記位相ジャンプは、ガウシアンフィルタを通
過した信号の位相を前記入力信号の位相から引くことにより生成される、付記１０の方法
。
（付記１２）
　さらに、
　前記第一の信号を前記第二の信号の対応する一つと混合する前に第一の信号を変換し、
前記複数の定包絡線信号を再構成すること、を含む付記１０または１１の方法。
【誤訳訂正２３】
【訂正対象書類名】図面
【訂正対象項目名】図６
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【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【図６】
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